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パブリックコメント制度による意見募集の結果を公表します
　提出された意見・提案の概要と市の考え方で主なものを公表します。提出された意見と市の考え方は、各課、市役所
情報コーナー、市　で見ることができます。意見・提案をいただき、ありがとうございました。

第２次刈谷市教育大綱（案）への意見募集
募集期間　令和2年12月15日～3年1月13日　　提出件数　7件　　　　   　　

第６期刈谷市障害福祉計画・第２期刈谷市障害児福祉計画（案）への意見募集
募集期間　令和2年12月1日～3年1月4日　　提出件数　8件　　　　　  　　　 　　

第8期刈谷市介護保険事業計画・刈谷市高齢者福祉計画（案）への意見募集
募集期間　令和2年12月1日～3年1月4日　　提出件数　26件　　　　　  　　 　 　　　

　「異常気象」を「気候変動」に変更しては
どうか。

　社会変化の課題の一つに「異常気象」が
挙げられているのに、それに対する施策が
弱い。また、異常気象だけで良いのかとい
う視点が必要。

　小学4年生から中学2年生までの福祉実
践教室の取組みが抜けているように読める。

　「礎」の「充実した教育環境が整っている
まち」に「教職員の増員と資質向上」を追記
してはどうか。教職員の増員と資質向上
は、子どもたちの「知」「徳」「体」を育むため
に最も重要な教育環境だと考える。

　一定の支援が受けられる障害児に比べ
本人の努力にかかってくる障害者に対す
る支援として、新たな設備がなくても取り
組めるペアレントメンターやピアサポート
の拡充を早期に進めてはどうか。

　市民だよりでの障害理解促進の啓発記
事として障害に関するマークの一覧の記
事があるが、マークを使用している人の声
を掲載すると、具体的になってわかりやす
いのではないか。また、同内容の記事を社
協だよりにも掲載してはどうか。

　認知症サポーターについての認知度な
どが低いのは地域課題であり定期的な周
知が必要ではないか。

　居宅サービスについては、居宅介護支援、
訪問介護で人員の不足を感じる。地域包括
ケア体制の支援のために重要なマンパワ
ーである。継続的なサービス提供ができる
よう保険者としての支援が求められると思
うがどうか。

市の
考え方

市の
考え方

　今まで約15人以上の団体からの申し込みに
より実施してきた認知症サポーター養成講座に
加え、令和３年度から個人で参加できる講座を開
催する計画です。募集は市民だよりなどで行い、
広く周知していきます。

市の
考え方

　障害に対する市民の理解促進は、共生社会の
実現に向けて不可欠なものと捉えており、ご意
見を参考に効果的な啓発の実施について検討し
ます。
　社協だよりへの掲載につきましては今回のご
意見を社会福祉協議会に情報共有をします。

市の
考え方

　障害者に対する支援の一つとして期待される
ペアレントメンターの確保や当事者間の情報交
換の場となるピアサポート活動につきましては、
早期の実施に向けた取組を進めていきます。

市の
考え方

　ご意見を参考に「礎　元気・笑顔・希望のまち
充実した教育環境が整っているまち」の項目の
中に「教職員の資質向上を目的とした研修の実
施」を追記します。

市の
考え方

　ご意見を参考に「徳　豊かな心　自己肯定
感・自己有用感の醸成」職場体験、保育実習の実
施の中に「福祉実践教室」を追記します。

市の
考え方

　一般的に「異常気象」は、大雨や強風などの現
象を示すもので新たな課題の例示として狭義で
あるため、ご意見を参考に「気候変動をはじめと
する環境問題の深刻化」に修正します。
　また、この課題に対し、「知　確かな学力　科
学的な思考の育成」の項目の中に「環境教育の
充実」を追記します。

　介護人材の確保・育成において、主任介護支
援専門員研修や訪問介護員に必要な初任者研
修などの資格取得に対する支援の拡充を予定し
ています。
　また、介護に関する入門的研修などの開催や
介護職の魅力を発信することで介護未経験者へ
就労を促し、人員不足の解消を図っていきたいと
考えています。

問 企画政策課（☎95-0003）

問 福祉総務課（☎62‐1208）

問 長寿課（☎62‐1013）
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第2次刈谷市食育推進計画（案）への意見募集
募集期間　令和2年12月1日～3年1月4日　　提出件数　6件　　　　　　  　　　　　

　食育の日・食育月間について、市民全体
に伝えるため、市民健康講座の題材とす
る、横断幕を張る、のぼり旗を立てることを
提案する。

　ＳＤＧsについて、刈谷市食育推進計画
が取り組む分野を書き入れてはどうか。

市の
考え方

　「計画の推進と数値目標」という項目の中で、Ｓ
ＤＧs達成への貢献ができる旨を記載します。

市の
考え方

　市では、毎年食育月間の６月に市役所食堂で
食事バランスガイドを掲示するなどして、ＰＲを実
施してきました。
　今後も、年間を通して家庭や学校、職場などさ
まざまな場面で触れていただけるよう食育に関
する啓発をしていきます。
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刈谷駅周辺地区市街地総合再生基本計画（案）への意見募集
募集期間　令和2年12月15日～3年1月13日　　提出件数　11件　　　　

　刈谷市バリアフリー基本構想策定の際
にトイレ・点字ブロック改修などの要望意
見を出したが、整合は図れているか。

市の
考え方

　「計画の位置づけ」に示すとおり、本計画は刈
谷市バリアフリー基本構想をはじめ関連計画と
の整合を図っており、計画（案）P35に記載の駅
ホーム拡幅や、歩行者デッキ整備においても、バ
リアフリー化に取り組んでいきます。
　ご意見を反映し、計画（案）P21に記載の「対象
地区の課題と対策」の課題2「回遊性の向上」に
「駅周辺におけるバリアフリー化など利用環境の
向上」について追記します。
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　市としてまちの魅力をもたせるためにア
ンケート結果の「今後特に充実したほうが
よい施設や機能」の上位5項目を重点的に
対処し、公共施設の活用（飲食スペースの
設置や災害時の避難スペース）、他都市と
差別化できる商業施設の誘致を図ってほ
しい。
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　他都市と差別化するまちづくりを行うた
め、人を集めることが重要であると考える。
　アンケート結果にも飲食店が足りないと
されており、多様なニーズに合わせた飲食
店を誘致することで、刈谷市民の満足度向
上にもつながると思う。

市の
考え方

　にぎわいのあるまちづくりにおいて、パブリッ
クスペースの活用や生活利便性を向上させるた
めの都市機能の誘導は必要と考えています。上
位計画ではその方針を示しており、本計画にお
いても、その方針を踏襲しています。
　刈谷駅周辺のうち北口については、居酒屋以
外の店舗が少なく業種構成に偏りのあることが
課題の一つとして挙げられます。
　今後のまちづくりにおいては、市街地再開発
事業等での土地の高度・有効利用により商業・
業務・居住などを複合的に集積させることに加
え、子育てや福祉など周辺の居住を支える都市
機能の誘導を図りたいと考えています。
　また、公共空間を活用したイベントを開催する
ことにより、さらなるにぎわいの創出につながる
と考えています。計画（案）P35に記載していると
おり、刈谷駅前線をはじめとした、公共空間の活
用を積極的に支援していきます。

第３次刈谷市耐震改修促進計画（案）への意見募集
募集期間　令和2年12月15日～3年1月13日　　提出件数　0件　

問 農政課（☎62-1015）

問 建築課（☎62-1021）

問 市街地整備課（☎62‐1025）
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